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分析１／４

単位に使われる接頭語 とその大きさ との次の問 １ SI  

組合せのうち、誤っているものはどれか。

 

９１ ギガ 10
６２ メガ 10
２３ ヘクト 10
-２４ デシ 10
-６５ マイクロ 10

次の用語のうち、分析値の精度・正確さに直接関係問 ２

しないものはどれか。

１ 有効数字

２ 分散

３ 平衡定数

４ 母集団

５ かたより

mol L mL問 ３ 0.100 ･ の水酸化ナトリウム溶液 10.00-１

を 0.100 ･ の塩酸で５回繰り返し滴定したとmol L-１

、き、Ａ氏は平均値 10.10 、標準偏差 0.013mL mL

Ｂ氏は平均値 10.01 、標準偏差 0.030 の結果mL mL

を得た。二人の滴定値の評価として、正しいものは次

のうちどれか。

１ 正確さは、Ａ氏の結果の方が優れている。

２ 正確さは、Ｂ氏の結果の方が優れている。

３ 正確さは、Ａ氏の結果とＢ氏の結果が同じであ

る。

４ 精度は、Ａ氏の結果とＢ氏の結果が同じである。

５ 精度は、Ｂ氏の結果の方が優れている。

ハロゲンの単体とその水素化合物の物性と反応に関問 ４

する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

１ 単体の融点は、分子量が大きくなるに従って高

くなる。

２ 単体の沸点は、分子量が大きくなるに従って高

くなる。

３ 水素化合物の沸点は、分子量が大きくなるに従

って高くなる。

４ 単体と水素との反応性は、分子量が大きくなる

に従って弱くなる。

５ 水素化合物は、水に溶けて酸性を示す。

次の反応のうち、金属元素の酸化反応が起こってい問 ５

るものはどれか。

Al O 6 HCl 2 AlCl 3 H O１ ＋ → ＋２ ３ ３ ２

２ ２ ２ ２２ ＋ → ＋ ＋MnO 4 HCl MnCl 2 H O Cl

PbO 2 HCl PbCl H O３ ＋ → ＋２ ２

２ ２４ ＋ → ＋Fe 2 HCl FeC l H

３ ２ ２ ２５ ＋ → ＋ ＋CaCO 2 HCl CaCl H O CO

次に示す化学平衡が成り立っている系に少量の酸を問 ６

加えた場合、平衡が右に移動するものはどれか。
+１ ＋NH NH H４ ３

＋ →←
-２ ＋H O H OH２ →← +

２ ２-３ (固体) ＋CaCO Ca CO３ ３
→←

+

+ +４ ＋Ce e Ce４ - ３→←
-５ ＋CH COOH H CH COO３ ３

→←
+



水酸化ナトリウムの質量パーセント濃度が 20.0％問 ７

の水溶液（密度 1.22 ･ ）100 と 40.0％のg cm mL-３

水溶液（密度 1.43 ･ ） 200 とを混合した溶g cm mL-３

液の質量パーセント濃度として、正しい値に最も近い

ものは次のうちどれか。

１ 33.3％

２ 34.0％

３ 35.6％

４ 37.7％

５ 39.3％

分析に使用するガラス製体積計に関する次の記述の問 ８

うち、誤っているものはどれか。

１ ガラス製体積計には、出用と受用がある。

２ 全量ピペットは、受用のガラス製体積計である。

３ 水溶液を定容するときは、標線の上端とメニス

カスの下端を合わせる。

４ ガラス製体積計の検定は、20 ℃の水の体積を

基準にして行われる。

５ ガラス製体積計の容積は、温度が高いほど大き

くなる。

分析試料をつくる前処理 とその分析機器 との次問 ９  

の組合せのうち、不適当なものはどれか。

 

１ 加熱脱着 Ｘ線回折分析計

２ 発色試薬 可視・紫外分光
添加 光度計

３ 溶媒脱着 ガスクロマト
グラフ

４ 溶解 高速液体クロマト
グラフ

５ スライド 位相差顕微鏡
ガラスへ
の固定化

分析２／４

試薬および試薬の取扱いに関する次の記述のうち、問１０

誤っているものはどれか。

１ 一次標準物質は、一定量をはかり取り一定量の

溶媒に溶かすことにより、標準液を調製すること

ができる。

２ 市販の濃塩酸は、約 37％の塩化水素を含み、約

12 ･ の濃度である。mol L-１

３ 濃硫酸は吸湿性が高いので、乾燥剤として使用

することができる。

４ 二硫化炭素の保管には、防爆型冷蔵庫を用いる。

５ アルカリ金属は、水の中に保管することができ

る。

ガス検知管の変色層に関する次の記述のうち、誤っ問１１

ているものはどれか。

１ 変色層の色調は、保存期間によって変化するこ

とがある。

２ 変色層の色調は、測定対象ガスの分圧によって

変化する。

３ 変色層の長さは、検知管の温度によって異なる

ことがある。

４ 変色層の長さは、試料ガスの吸引速度によって

異なることがある。

５ 変色層の長さは、試料ガスの湿度によって異な

ることがある。

、問１２ 80 のメタンを酸素過剰の状態で燃焼させたときg

生成する二酸化炭素の質量として、正しい値は次のう

ちどれか。

ただし、メタンと二酸化炭素のモル質量をそれぞれ

16 ･ および 44 ･ とする。g mol g mol-１ -１

g１ 8.0 × 10１

g２ 1.6 × 10２

g３ 2.0 × 10２

g４ 2.2 × 10２

g５ 4.4 × 10２



濃度 1.00 × 10 ･ の塩酸標準溶液 20.0問１３ -２ -１mol L

を、ある水酸化ナトリウム溶液で中和滴定したとmL

ころ、18.7 を要した。この水酸化ナトリウム溶mL

液で濃度未知の塩酸 15.0 を中和滴定したところ、mL

水酸化ナトリウム溶液 16.8 を要した。濃度未知mL

の塩酸の濃度として、正しい値に最も近いものは次の

うちどれか。
-３ -１１ 9.00 × 10 ･mol L
-２ -１２ 1.00 × 10 ･mol L
-２ -１３ 1.10 × 10 ･mol L
-２ -１４ 1.20 × 10 ･mol L
-２ -１５ 1.30 × 10 ･mol L

物質Ａと物質Ｂのそれぞれを溶かした水溶液の吸光問１４

度が 0.185 と 0.255 であった。Ａの溶液 30 とmL

Ｂの溶液 10 とを混合した場合、混合溶液の吸光mL

度として、正しい値に最も近いものは次のうちどれか。

ただし、ＡとＢとの間では反応は起こらず、混合に

よる体積の変化はないものとし、吸光度の測定条件は

いずれも同じであるとする。

１ 0.18

２ 0.20

３ 0.22

４ 0.24

５ 0.26

分析３／４

試料溶液中の吸光物質による光の吸収に関する次の問１５

記述のうち、誤っているものはどれか。

１ 試料溶液を透過する光の強さは、試料セルの光

路長の増加とともに指数関数的に減少する。

２ 試料溶液の吸光度は、吸光物質の濃度の増加と

ともに減少する。

３ 吸光度（Ａ）とパーセント透過率（％Ｔ）との

関係は、Ａ 2 － (％Ｔ) である。= log１０
４ モル吸光係数は、波長に依存する。

５ モル吸光係数は、試料溶液の性質に依存する。

原子吸光分析法に関する次の記述のうち、誤ってい問１６

るものはどれか。

１ 吸収の強さは、基底状態の原子の数の増加とと

もに大きくなる。

２ 吸収の強さは、吸収層の厚さの増大とともに大

きくなる。

３ 吸収の強さは、測定元素の原子化効率の増大と

ともに大きくなる。

４ 吸収の強さは、原子番号の大きい元素ほど大き

くなる。

５ 吸収の強さは、フレーム中の測定位置によって

異なる。



ガスクロマトグラフ分析法に関する次の記述のうち、問１７

誤っているものはどれか。

１ カラムの分離能は、キャリヤーガスの分子量が

小さいほど良くなる。

２ カラムの理論段数は、カラム内径が小さいほど

大きくなる。

３ ピークの半値幅は、カラム長の平方根に比例す

る。

４ 保持時間は、カラム温度が低いほど長くなる。

５ ピークの分離度は、移動相の流速が低いほど高

くなる。

ガスクロマトグラフの検出器に関する次の記述のう問１８

ち、誤っているものはどれか。

１ 熱伝導度検出器は、キャリヤーガスと熱伝導率

が異なる物質を検出できる。

２ 炎光光度検出器は、硫黄化合物やリン化合物に

対して選択的に高感度である。

３ 電子捕獲検出器は、有機ハロゲン化合物を高感

度に検出できる。

４ 水素炎イオン化検出器は、希ガスその他ほとん

どの無機ガスを高感度に検出できる。

５ 光イオン化検出器は、紫外線でイオン化できる

物質を検出できる。

分析４／４

Ｘ線の発生に関する次の記述のうち、誤っているも問１９

のはどれか。

１ 特性Ｘ線は、原子の外殻の電子が飛び出したあ

との空孔に内殻の電子が入ることにより発生する。

２ 数十キロボルトで加速した電子を金属に照射す

ると、Ｘ線が発生する。

３ Ｘ線を重い原子に照射すると、その原子から２

次Ｘ線が発生する。

４ 発生するＫα特性Ｘ線の波長は、原子の原子番号

が大きいほど短い。

５ 放射性原子の壊変は、Ｘ線の発生を伴うことが

ある。

壊変形式 と、壊変に伴って原子から放出される粒問２０ 

子または素粒子 との次の組合せのうち、誤っている

ものはどれか。

 

１ α 壊変 陽 子

２ β 壊変 陰電子－

３ β 壊変 陽電子＋

４ 軌道電子捕獲 光 子

５ 自発核分裂 中性子


